
「2 型糖尿病患者に対する消化器悪性腫瘍手術において術前血糖コントロー

ルが術後成績に及ぼす影響に関する多施設共同後ろ向き観察研究」 

のお知らせ 

 

2 型糖尿病を合併している胃癌または大腸癌患者さんにおいて、術後感染性合併症の

発生割合が高いとの報告があります。消化器癌手術患者さんを対象とした術後血糖コン

トロールと術後感染性合併症に関する研究は 4 編報告されておりいずれも厳格な血糖コ

ントロールによって感染性合併症が減少することが示されました。わが国では手術前に

血糖値管理が不十分であると判断された場合、手術日以前に入院して血糖値の管理を行

うことがありますが、それが手術成績の改善につながっているかどうかが明らかになっ

ていません。そこで本研究が計画され当院も参加しています。 

 

＜研究対象＞ 

当院で 2018 年 1 月 1 日から 2020 年 12 月 31 日の期間に、胃癌または大腸癌に対し

て手術を受けられた患者さんで術前 HbA1c≧7.0％の２型糖尿病を合併している全患者さ

ん 

 

＜研究期間＞2023 年 3 月 31 日までを予定しています。 

 

＜研究内容＞ 

年齢や性別、疾患名、合併症、手術の術式などの治療内容、手術所見、病理所見、糖尿病関

連項目などを診療録より調べます。 

 

＜主任研究者＞京都大学 消化管外科 教授 小濱 和貴 

 

研究で集めるデータには患者さんのお名前や住所など個人を特定する情報は含まれませ

ん。研究結果は，研究代表者に情報を提供します。また、学会や出版物として公表すること

がありますが、いかなる場合でも個人情報が漏れることはありません。プライバシーは守ら

れます。 本研究は当院の倫理・臨床研究審査委員会で承認されています。 

本研究の趣旨をご理解いただき本研究に参加をお願いします。もし参加を望まれない場

合は研究から除外しますので担当医師にお申し出ください。研究が始まった後でも自由に

参加を取りやめることができますのでその際も担当医師にお伝えください。ご協力いただ

けない場合でも、今後の診療に不利益はきたしません。また、ご質問がある場合も担当医師

にお伝えください。ご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

2021 年 8 月 2 日 

京都桂病院 消化器センター外科 副部長 濱洲 晋哉 


